
平成２９年度 学校評価計画表
奈良県立奈良朱雀高等学校

（全日制課程）
総合評価学 校 運 営 計 画 （４月）

○人権を尊重する民主的な社会の形成者として、豊かな人間性と創造性を備えた生徒の育成を目指す。

○ものづくりとビジネスの実習・演習を通して、技術を身に付け社会に貢献できる生徒の育成を目指す。教 育 目 標

｢ものづくりとビジネスの出会いを通して人作り｣をスローガンに、高等学校普通教育並びに工業科・商業科等に関する基礎的・基本的な知識と技術を身に付けさせて、産業及び文化の進展に貢献学 校 運 営 方 針

し得る豊かな人間性と自立的な態度を育成するとともに、清新な気風に満ちた魅力ある校風の樹立をめざす。

昨 年 度 の 成 果 と 課 題 本 年 度 の 重 点 目 標 具 体 的 目 標

昨年度、奈良朱雀高校 周年を迎えた。大幅な遅刻数減 １ 産業人 社会人として必要な資質を身に付け 社会のルールやマナーを守り 地域行事への参加、ボランティア活動等を通じて、生徒の社会性と規範意識の向上を目指し、地域に信頼され10 （ ） 、 、 、

など規則正しい生活習慣は定着しつつある。その一方で、 主体的に行動できる生徒を育成する。 る学校づくりを推進する。

学習習慣が定着していない生徒が少なからず存在する。引 （２）部活動の活性化により、目的意識をもち、協働的に粘り強く取り組むことが 身体測定、健康診断、体力テストにより自分の体の状況を把握し、体力の重要性に関する意識付けを行う。

き続き、規範意識の向上と、生徒指導の充実を図るととも できる体力や精神力、協調性を養う。 部活動への加入率を向上させる。

に、各分掌が連携して、基礎学力の確実な定着と資格・技 （３）学校が地域と家庭、企業及び大学等の関係機関と連携し、生徒が目的意識を インターンシップにより、勤労観、職業観を育む。

能検定取得や進路への目的意識を持ち、主体的に粘り強く もって学習活動に取り組むことができるよう、教育内容を工夫・改善する。 シラバスに基づいた学習活動を展開し、家庭学習の習慣化、基礎学力の定着を図る。

取り組むことができる生徒を育成する必要がある。また、 生徒が主体的に進路選択ができるよう、資格や検定取得の意義を理解し、合格できるよう指導する。

専門教育活性化の取組など、全職員が教育目標を共有し、 (４）専門教育の活性化に取り組む。 プロジェクトチーム、ワーキンググループを中心として検討、研究する。

職員間のコミュニケーションを大切にして、組織力の強化 地域、企業、専門学校、大学等と連携した取組の充実を図る。

を図りたい。 職員間、分掌間での意見交流を活性化し、円滑なコミュニケーションを図る。

評価項目 具体的方策・評価指標等 自己評価結果 成果と課題（評価結果の分析） 課題の改善策等 前年度実績と学校関係者評価教育活動・分掌等

・成績不振生徒の減少を図る。 ・第１学期成績不振生徒（欠点科目１科目以上）を１０％以下

にする。

・家庭学習の充実を図る。 ・授業アンケートの質問事項 「家庭学習をまったくやってい、

教務 ない」生徒を全学年とも、０％に近づける。

・授業の充実を図る。 ・授業アンケートの質問事項 「総合的に言って、この授業に、

満足している」を「 そう思う・ だいたいそう思う」合わせA B

て８０％を目指す。

・基本的な生活習慣の確立と規範意識 ・遅刻・欠席防止 （遅刻回数、全体で２０００回以内）。

の向上を図る。 ・あいさつの励行 （あいさつ運動の展開）。

・集会における自転車乗車マナー・通学マナー・電車乗車マナ

生徒指導 ー等向上の啓発。

・交通安全教室等の実施により、登下校時の安全確保の取組。

・薬物乱用防止教室実施による「危険ドラッグの問題」につい

ての啓発。

・情報モラル（スマホ・携帯の利用について）講習の実施。



・３年生全員に面接指導を実施する。 ・生徒の進路に対する意識を高め、希望の進路が実現できるよ

特に、就職希望者は最低４回行う。 うに指導する。

進路指導 ・国公立大学を含めた専門校入試の合 ・就職希望者に対して面接指導を充実させ、グループディスカ

格者を５名以上にする。 ッション等にも対応できるようにする。

・卒業までに就職希望者全員の就職先 ・進学希望者に対しては、専門校入試、公募推薦入試等にも対

を決定する。 応できるように講座を充実させる。

・人権を尊重する心の育成。 ・人権ＨＲを企画・立案する。

・職員研修、人権講演会を実施する。特に、職員研修（職員全

人権教育 体向け）を年 回以上行う。1

（特別支援）

・特別支援体制の共通理解。 ・配慮を要する生徒の把握に努め、教職員、生徒、保護者の共

通理解により指導を充実させる。

・読書活動を通して、思春期における ・朝の などを通じて、図書への関心を増すための読書活MSR

豊かな感受性を育み、自己の内面や社 動を促進する。

図書 会を見つめる機会を持つことによって （目標 アンケート内肯定的評価 ％以上）80

自己陶冶に努めさせる。 ・図書館利用の授業を推進し、読書習慣の定着に努める。

（目標 図書館利用授業回数延べ 回以上）10

、 。・部活動への加入率を上げる。 ・部活動紹介を魅力あるものとし 部活動勧誘を積極的に行う

・部活動に未加入の生徒の集会をする。

特別活動

・生徒会活動や各種委員会の活性化に ・生徒会役員の自主性を育て、生徒からの発案を引き出す。

取り組む。 ・各委員会の活用方法を生徒会から提案していく。

・生徒の健康保持・増進を高めるため ・治療勧告書の意義を周知し、回収率を高める。

基本的生活習慣を整えるよう促す。 （学期末懇談における担任と保護者の協力・連携を深める。)

保健体育

・健康調査等の取組みを計画的・継続 ・食育に関するアンケート調査の実施。

的に行う。 ・感染症（特にインフルエンザ）の予防に努める。

・環境美化の啓発。 ・ゴミの分別・減量を進める。

・清掃用具を整備する。

環境整備 ・植裁活動を行う。

・花いっぱい運動を実施する。( )防災管理・安全教育

・防災、安全教育の充実。 ・春と秋に「避難訓練」を実施する。

・１月に「防災ＨＲ」を実施する。



・広報活動の展開。 ・メールを活用した保護者連絡システムを広げる。

（目標：１年１００％ 学校全体 ９０％）

（昨年度：１年 ％、２年 ％、３年 ％95,5 88,1 68,5

全体 ％）82,3

総務 ・広報活動の工夫。

①連絡事項の精選と、緊急連絡と学校行事予定の保護者への

周知徹底。

②発信内容の精度を増すためのチェック体制の整備。

・技能検定への積極参加を呼びかけ生 ・１年次から実習の中での取り組みを継続し、技能検定への積

徒の進路実現に活かす。 極参加を呼びかけるとともに、教員の働き方改革も進める。

今年度も３０名以上の合格を目指す。

機械工学科

・ｲﾝﾀｰﾝｼﾂﾌﾟに参加する生徒が４０名 ・ｲﾝﾀｰﾝｼﾂﾌﾟ受け入れ協力企業を増やし、生徒が選択しやすい

以上になることを目指す。 環境を整える。

・伝統技術・先端技術・起業家育成の ・コンセプトの取組などから本校・本学科で学んでよかったと

目標７５％以上３つのコンセプトから取組を行う。 答える生徒を育てる。

建築工学科

・その取組がマスコミに掲載されるようにする。

目標 ５回以上/年

・ものづくりに必要とされる資格取得 ・全国工業高等学校長協会ジュニアマイスター顕彰での、マイ

を奨励し、多くの生徒に各種資格・検 スター称号を多くの生徒が取得できるよう指導する。

(目標：マイスター10人以上／年)情報工学科 定への積極的な挑戦をさせる。

・各種技能検定試験への受験を積極的に勧め、受験者の増加を

図るとともに、技能者の技能習得意欲を増進させる。

(目標：合格者10人以上／年)

・全商協会主催検定合格率の向上。 ・基礎、基本の定着と授業法の工夫及び授業改善に努めるとと

もに、その成果として全商検定上位合格率の向上を目指す。

商業科 全商簿記検定１級平均合格率３０％

全商情報処理検定１級(ビジネス情報)平均合格率３０％

全商情報処理検定１級(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ)平均合格率３０％



・基本的生活習慣の確立。 ・挨拶の励行。

・欠席・遅刻・早退をさせない雰囲気づくり。

・ＭＳＲや授業のはじめの挨拶などをきちんと行い、けじめの

ある生活。

・制服のきちんとした着こなしや女子生徒の化粧などを見逃さ

ない粘り強い指導体制。

第１学年 ・基礎学力の向上。 ・教室の環境整備を含めた学習に集中できる環境づくり。

・試験前の補習に頼らない、日々の授業の取組の向上。

・苦手意識を克服させるための粘り強い指導。

・提出物の徹底。

・その他。 ・家庭との連携を深め、生徒に関する情報の共有。

・早い段階での進路目標設定。

・学校に目を向けさせる指導。

（ 、 ）アルバイトの禁止・部活動 生徒会活動への積極的な参加

・基本的生活習慣の確立。 ・挨拶の励行。

・遅刻の減少 （前年度総数４７５）。

・特別指導の減少 （前年度Ｂ段階以上指導３回）。

・女子生徒の化粧をさせない雰囲気つくり。

・基礎学力の向上。 ・授業態度の向上。

第２学年 ・提出物の徹底。

・テスト対策の強化。

・その他。 ・進路実現にむけての意識を高めていく。

・クラブ活動の頑張りと学習との両立。

・アルバイト届の徹底。

・注意を受けたら素直に聞く姿勢の確立。

・基本的生活習慣の確立。 ・挨拶の励行。

・遅刻、欠席、早退をさせない雰囲気づくり。

・起立、礼、着席 （ＳＨＲ時机上にカバンを置かない）。

。（ ）・遅刻指導や特別指導の減少に向けて 学年全体５００以下

・基礎学力の向上と習得、不認定につ ・授業態度の向上と欠点を取らない雰囲気づくり。

いて。 ・提出物の徹底 （課題レポート、製図、ノート）。

第３学年 ・実技に関する科目の理解と確認。

・進路実現に向けて。 ・全員の進路実現に向けての取組の実施。

・ＭＳＲの弾力的な運用や進路対策模擬テストの実施。

・進路指導部との綿密な連携。

・その他。 ・各集会や行事において校歌を歌える取組の実践。

・最上級生の自覚、奈良朱雀高生としての自覚の高揚。

・教室整備の徹底 （ロッカー、ゴミ分別、清掃等）。


